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物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)
堀 場 信 吉 一
市 川 顧 治 今 堂 健 雄
!†.一 月 機 行)
金1屬 ニ ヅ ケ ノレ を 觸 媒 と す る ご 酸 化
炭 素 の 分 解。
靴 ・ 回 ウ・及噸 化 ・・弧
の 蒸 氣 壓 測 定.
Bec111e田1効果 に 就 て一
.色素 の 物 理 化 學
,
結 品 格 子 の エ ネ ノンギ ー に 就 て
有 機 化 學 最 近 の 逕 歩 と 物 理 化 學.
共 他
1
物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)
i
本 誌 第 四輒 は 本 年 十 月 發 行 の
豫 定 で あ りますウ
本 誌 に關.する..批詔㍉注.L要求 等
は 京 都 帝 國 大 學物 理 化學 研 究
室 内布 川 祺 治 あて に願 ひ ます。
、
(;,:三回刊行)
昭 和 二 年 七 月 二 十 三 ロ 印 刷 物 理化學 の進歩 雛三輯
昭 和 二 年七 月 二 十 六 日發 行.定 憤金 堂 圓 五 拾 銭
京覇1帝國丿娜 胸現化學研究t































三 協 向亅刷 株 式n織 印 崩
.」__一_一 凸幽凶■■■凾畠■■幽 ■■■一一■ 一 」..
L物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)
京都帝國大學物理化學研究室編輯
郡 ・..厂,ケ茎































































































































物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)
最 新 刊
刺蹄 國大學教授 浬 學博士 大 久 保 準 三 著 1
靉..灘 蠎1驫.
韆 躑.幾 灘 譲..旨'層 一.…
定 價 金 六 圓 五 拾 錢 遞 料 金 拾 八 錢
本 審 は 新 制 度 の 中 等 歡 育 物 理 學 敷 授 要 目 に;}yNて物 理 學
一 般 の 知 識 をZF易 に 且 つ 系 統 的 に 詳 蓮 して,其の 概 念 を 遺
漏 な く收 得 せ しめ る と共 にn常 生 活tz於て 屡 遭 遇 す る多
くの 事 項 を も加 へ物 理 學 の 實 際 的 邏 用 に資 せ しめ んzと
を期 した。 就 中其 の 基 礎 的Ti並 に;其の 原 則・法 則 の 物 理
學 的 意 義 を詳 設 し,其の 根 本 的 知 識 を理 解 せ しめ るZとsz
努 めn.。 且 つ 物 理 學 最 近 の 發 逑 を も述 べ,力め て新 知 識 を
知 ら しめ る と 共 に,世界 の 物 理 學 進 歩 の趨 勢 を 明 か に した。
挿 鬧 は 物 理 學 講 義 に 極 め て 重 要 な る地 位 を 占 め る も の で
あ るか ら,力め て 多 數:に之 を探 用 し,而も十 分czを 川raて
直 接 實 驗 し た 賓 物 寓 具 を 多 く牧 め,器械 器 具 の 如 き も 多 く
實 物 の 寫 眞 を以 て した.徇 各 租 類 の 計 算 を多 數 探 録 し,共
の 模 範 的 解 法 を示 し何 人 に も直 に要 領 を會 得 せ しめ るや
う に 心 掛 け π。
要 す るIL本書 は著 者 が 豊 富 な る學 識 を以 て 物 理 學 全 般 に
亘h縱iz解 読 した る もの此 の 鮎 に 於 て 全 く類 書 を見 な
い の で,中等 學 校 物 理 教 授 者 諸 子 の 絶 好 の 參 考 書 で あ 島高
等 學 校 專 門 學 校 學 生 諸 子 の 無 二 の 參 考 書 で あ う,中等 學 校







物 理 化 学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)
'自 然科學研究叢書
近 世 高 等 代 數 學 鵬 二`畝月獅
霾都1塑響 璽 園 正 造 著
高 等 物 理 學 概 論 醜 二年刊獅
蹇北幣 響 讐 大 久 保 準 三 著
物 質蓮 動 論 と物理 化學 脚 二籵一臉行
薪 繋1窟耀 堀 場 信 吉 著
動 物 發 生 學 翩 二籵二」獅
蓮粥響ナ蠶蠍鑿大 島.廣 著
環 の 理 諭Aa#G.二籵二臉行
型 警鸞 彎 園 正 造 著
昭和二年十二丿」螢行'
轟都警1欝歌鑾 喜 多 源 逸 著



























解法 に熟逹せねばな ら識。 それには良 き問題集 を選擇 して欷
科書 と併用せねばな らぬ。又如何に多 くの問題 を集 あて竜,
ただ雜然 と探録 しYzのでは,徒 らに勞多 くして所期の結果は
得 られなU'o
本 問題集は中等學校數學敏授要目に準據 して編纂せ られた
ものであつて,悉 く模範的問題を輯録 し,意 をその配列 に用
u,易 よ4tz入3,初 學の者 をも一度本書 を手 にせぱ順次
に導 きて代數學の奧fit:せしめるzと が禺來 る。
貴重 なる精力 と時問 とを徒費す るzと な く,最 も遑か に上
逹せ しめ ることは本書の主眼 とす る所である。 これまことに
本書が刊行_in,}育界YL於て多大の好詐 を博 し,績 々として
諸中等學校 に数科書併翔 として採用せ られ,叉 學生諸君か ら
は,最 新理想的衣 る代表的學習塞考用問題集 として歡迎せ ら
れつ 丶ある所以である。實 に本書は代數學難4:惱め る學生諸
君竝 に高等學校專門諸學校受驗生諸君itとつて無二 の良參考
書 である。





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































あ 徹 如 關 研 共 擧 傳 を の 家 月 に背 面 見 本 發 本
るせ き し究 の 位 し隱 特 並 に 究 にFi識誹 の 書oゾ 國 に 他 を て れ 質 に し明 徹 躍 をの 新 は
桑 新 守 史 困 源 得 殆 た を久 て しせ 如 語 卷 醗 著
卷 見護 界 難 頼 た ど る鮮 能 履 て す た る 頭 で 者
是 解 地 に な 朝 る奇 斷 か 由れ 莓 ん る者 卷 何 の
れ を頭 議 ゑ が 參 蹟 簡 に に る溌 ぱ 者 で 尾 れ 過
金 出 に 論 座 朝 考 的 零 描 碍 の を.1ヒが を も去
玉 し就 沸 の 冠 論 に 墨 出 て 眞 悉 まあ 歴 飾 學 十
の た て 騰 問 の 交 成 の し複 相 くな る 史 ゑ 界 年
女 る諸 し題 年 で 功 間 た 雜 を論 か 。研 我 を間
字 が 家 た を號 あ しに る極 喝 破 つ 更 究 が 驚 に
苟 如 の る提 を るた 辿 が り破 し海 に に 歴 倒 於
もき:議際 げ 用 。る り如 な し前 砂其 一 史 せ け
歴 論 に て ひ
史 木 紛 嶄 諸 ざ
に書 糾 新 家 セ
志 に しな と し
す 牧 た る論 事
者 む る心 陣 箭
の る際 理 を を
必 諸 に 的 張 聞
談 論 其 研 り明
の 文 等 究 た し
好 は の に るた
著 何 學 依 が る
で れ 設 り如 が
あ もの よ き如
ろ 國 根 く き。史本jFI?j'
界 的 の 龜 經
の膜 眞 山 濟
第 謬 相 上 史
一 を を 皇 上
線 指 明 殉 最
に摘 か 國 も
立 しに の 霞
つ て しeau
も別 た 斫 に
の に る 願 し
で 透 が に て
が 建 ミ き た 後 共 史 薪 觀 しる
如 武 史 る十 の 實 旗 並 め 國
き 中 又 實 が 三Aの 霞 些 た 史
杢 興 史 を如 年光 研 を歴 もの
く前 上 明 ぎ の 束 究 飜 史 の 研
國 後 に快 ●長 照 に しに で 究
史 に 煙 に徳 年 宮至 て 於 あ論
界 於 滅 紐 川 月 の つ 史 け る交
獨 け せ 識 家 を 史 て 學 ろ 。十
歩 る るだ 康 費 實 は の 質
の 小 五 て の しを逧 正 と
覬 設 辻 経 逾 た 言黛徹 し.眞
が よ 宮 濟 金 りいせ き と
あnを 的 を とて る 歸 は
る も研 方研 い は雁 趨 著u奇究 面 究 ふ 寛 史 を者
そ な し ょ し通 永 観 明 の
し る て りて 設 の と か 史
て 波 は 家 は を大 犀 に學
此 瀾 守 康 希 覆逖 利 しに
等 重 良 秀 覯 し營 な た 幽
三 疉 親 忠)て の る る す
篇 の ヨ三家 史 僅!ド爬 も る
は 御 の 光 料k惴 光 の 高
薯 竺 御 の を 十 を と 著 邏
者 浬 齋 性 尾 七 仔 は 者 な












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































興ん衆の者 一 一 一 一 一交
昧 と生中はを階の礫武眺武二淨 し全渉
をす活心新見綴興な士め士起挫交體 を





に二開穰 、 慮に理遊考活交本特 を質
はのし4そ し就 、女へ'渉 、質生に
多俘て縦の てて人とた遊 を洒を活立
大侃ゐを多 時逑愉地v見 落見の入.
のでる捉年 代べ 、女 生よ準 よ衷つ







るの融 複 削O燦、地.麋 し






、斤 、と誘 と と如
迢正卿 作 し稗 し し實、俗 譜 た7ドとて に
わ と 生 尊 考 見
び 迸 汚 を へ ん
、冶 噂 展 同 と
さ郎 需需 開 時 し…
び の 誰 の に たi'封 生 萎 生 も.
漣 立 活 の 活9
知 に 等 下 の で、晦 の に 路 あ
鬣 代 踏 考 和 る'
剰 の 粗 へ を 。1































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































物 理 化学 の 進 歩Vol、1No.3(1927)
????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、?
?
、?
?
?
?
?
、?
?
?
?
?
?
?
?
???
??
???
?
??
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
、?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
。
?
